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19
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
森
林

環
境
譲
与
税
（
以
下
、
譲
与
税
）。

本
誌
で
は
同
年
4
月
号
の
特
集
「
森

林
を
使
い
、
森
林
を
守
る
」
で
そ

の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

オ
イ
ス
カ
で
は
、
や
ま
な
し
水

源
地
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
（
以

下
、
協
議
会
）
の
参
画
メ
ン
バ
ー

と
協
働
で
取
り
組
ん
で
き
た
、
山

村
と
都
市
が
連
携
し
た
森
林
保
全

活
動
な
ど
の
経
験
を
、
譲
与
税
の

よ
り
よ
い
活
用
の
一
助
に
で
き
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。
都
市
部
の

自
治
体
へ
の
聞
き
取
り
や
情
報
収

集
か
ら
、
譲
与
税
を
基
金
と
し
て

積
み
立
て
る
自
治
体
が
多
い
こ
と
、

学
校
や
公
共
施
設
の
木
造
・
木
質

化
や
木
育
の
実
施
な
ど
へ
の
活
用

を
決
め
た
自
治
体
で
も
、
具
体
的

な
計
画
づ
く
り
の
段
階
で
好
事
例

な
ど
か
ら
学
び
を
得
た
い
と
い
っ

た
要
望
が
強
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
例

年
開
催
さ
れ
て
い
る
協
議
会
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
譲
与
税
の
活
用

を
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う
こ
と
を
決

定
。
19
年
12
月
10
日
、
イ
ト
ー
キ

東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

S
Y
N
Q
A
（
東
京
都
中
央
区
）

に
お
い
て
、
協
議
会
と　

山
梨
県

森
林
協
会
、
宮
崎
県
木
材
協
同
組

合
連
合
会
と
合
同
で
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
か

し
た
都
市
と
山
村
の
連
携
〜
木
育

の
可
能
性
〜
」
を
開
催
し
、
日
頃

か
ら
オ
イ
ス
カ
と
協
働
す
る
都
内

外
の
自
治
体
、
企
業
の
担
当
者
の

ほ
か
、
譲
与
税
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
る
自
治
体
の
担

当
者
ら
約
1
0
0
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

T O P I C

2
0
1
9
年
秋
、全
国
の
自
治
体
へ
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
配
分
が
ス
タ
ー
ト
。

オ
イ
ス
カ
が
事
務
局
を
務
め
る
や
ま
な
し
水
源
地
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
で
は
、

森
林
を
持
つ
自
治
体（
山
村
）と
持
た
な
い
自
治
体（
都
市
）が
ど
の
よ
う
に

連
携
し
、活
動
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ど
う
使
う
？
森
林
環
境
譲
与
税

〜
山
村
の
シ
ー
ズ
と
都
市
の
ニ
ー
ズ
〜

やまなし水源地ブランド
推進協議会とは
　山梨県の早川町や丹波山村には、東京や
神奈川など人口が集中する都市部の生活を
支える水源林が多く存在しています。しか
し、森林整備やその担い手育成、森林資
源を活用した産業振興などの課題を抱えて
いるのが実情です。そこで、県内外の専門
家を含む産・官・民のさまざまなステーク
ホルダーの多角的な協働により、当該地区
の各種課題の解決、活性化に取り組むこと
を目指して協議会が設置されました。

株式会社イトーキ／シナプテック株式会社／株式
会社佐野建築研究所
早川町／丹波山村／山梨県産業技術センター／
山梨県林業振興課（オブザーバー）／林野庁山梨
森林管理事務所（オブザーバー）
公益財団法人オイスカ（運営事務局）／特定非営利
法人木netやまなし／やまなしの翼プロジェクト／
特定非営利法人道志・森づくりネットワーク

産：

官：

民： 一財

参画メンバー
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木育とは

木育の効果

覚悟と選択

　日本の木の文化はかなりユニークなものです。例えば、
のこぎりを手前にひくのは世界で唯一日本だけ、かんな
も同じです。押す方が合理的なはずのこれらの道具を、  
引く動作に変えるという決断は、繊細な細工を可能にし、
日本独自の木の文化を発展させてきました。日本は海に
囲まれ、高温多湿な気候や風土の中で、私たちの祖先は
木材という材料を選択し、独自の工夫を重ねて、豊かな
生活と文化を築いてきました。それは科学的見地からも
極めて合理的です。カビは湿度70％以上で発生しやす
く、一方湿度30％以下ではインフルエンザなどのウイ
ルスが繁殖しやすいそうですが、木材空間は、年間を通
して湿度を50％前後に保ち、それらの発生を抑制する
ことが確かめられています。日本で、とりわけ住環境に、
石でも土でもなく木材が選択されたのは、資源が豊富と
いうだけではなく、必然だったといえるでしょう。

　そんな日本で木育がスタートしたのは、2004年のこ
とです。でも、なぜ木の文化を誇るこの日本で「木育」
が生まれたのでしょう。私はこの言葉が存在すること自
体がおかしいと感じています。そもそも、私たち日本人
は、  木と暮らしてきた民族で、日本の風土の中で伝統を
守って暮らしていれば、あえて「木育」という言葉をつ
くらなくてもよかったはずです。その理由は皆さんご承
知の通りです。当時は国内の木材消費量が落ち込み、人
工林の荒廃が問題となる中、木材利用推進の動きが出始
め、  間伐の重要性などについても啓発が進められていま
した。加えて京都議定書における第一約束期限が近づき、
特に森林の二酸化炭素の固定機能が重要視されていまし
た。  こうした状況の中、食育をお手本にしながら木育が
北海道で生まれたのです。それは社会の悲鳴のようなも
のであり、木材を使い、森林を管理することで炭素固定
を促進し、明るい未来の創造につなげること、それを子
どもたちに伝えるということが大きな目標だったと思い
ます。
　その後、「森林・林業基本計画」の中にも盛り込まれ、
国の取り組みとして動き出しました。中でも私が大きな
トピックスとして捉えているのは、東京おもちゃ美術館
の木育への参入です。同美術館では、木のおもちゃや、  
それに関連するもの、例えば室内空間などの価値を鮮や
かに示すとともに、木材利用のマーケットを浮き彫りに
しました。またそれがビジネスとしても成り立つという
ことを証明しました。民間が経済活動を伴う形で進める

木育の訴求力、影響力は大きく、評価すべきことだと考
えています。現在では、いろいろな地域、自治体、団体
が多様な取り組みとして発展させ、森林、林業を支える
確かな力となりつつあり、また生産者に勇気を与えてい
るといえるでしょう。

　最近よく木育の効果について聞かれます。もちろん教
育として創造力や集中力、情緒的な発達を促すなど、多
くの効果が考えられます。一方、木質空間が持つ力も見
すごすことはできません。例えば、木質空間は子どもの
多動を抑える働きがあることが分かってきました。建物
の床を木材にすると、立ったり座ったりを繰り返す子ど
もたちの様子が変化し、落ち着いていくのです。木材の
持つ触感、硬さ、熱伝導率などの物理的性質が関与して
いるためと考えられます。木だけですべてが解決するわ
けではありませんが、木の持つ力が子どもの育ちに関与
していることは間違いありません。私たちの祖先は木を
使い、子どもを育ててきました。木は、私たちの発達そ
のものに深く関わっているのかもしれません。

　木育の目指すところは、低炭素社会の構築や森林の適
切なガバナンスの実現にあるのかもしれません。他人任
せではなく、どのような森林をつくり、どのような未来、
暮らしを望むか。木が身近にある暮らしを豊かさと捉え
る覚悟があるかどうか。今私たちは、生き方、暮らし方
の選択を迫られているように思います。木や森との関わ
り方は立場によってそれぞれで、皆が森で間伐に参加す
るわけではありません。それでも、木材利用や森林問題
の当事者としての自覚を持ち、主体的に行動できる人を
育てていく必要があるのではないかと考えています。

「木育で見つける
  　　生き方・暮らし方」

基調講演

埼玉大学教育学部教授／NPO法人  木づかい子育てネットワーク理事長

浅田茂裕氏
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山
村
の
シ
ー
ズ

小
島　

山
側
の
自
治
体
の
取
り
組

み
事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
。

坂
本　

檜
原
村
は
東
京
都
の
中
で
、

島
し
ょ
地
域
を
除
く
唯
一
の
村
で

93
％
が
山
林
。
私
が
村
長
就
任
後
、

図
書
館
を
木
造
に
し
、
書
架
も
ス

ギ
の
集
成
材
を
使
用
。
学
校
の
床

や
壁
も
木
材
に
し
、
連
続
12
年
間
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
学
級
閉

鎖
が
な
い
。
基
調
講
演
に
あ
っ
た

適
正
湿
度
に
よ
る
菌
の
活
性
化
防

止
に
加
え
、
児
童
・
生
徒
の
免
疫

力
の
高
ま
り
も
あ
る
と
思
う
。
ま

た
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」
と
し
て
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
家
庭
に
木
の

お
も
ち
ゃ
を
寄
贈
し
て
い
る
。

　

都
市
部
の
自
治
体
で
は
、
譲
与

税
を
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
木

質
化
推
進
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い

し
、
山
元
の
自
治
体
へ
の
投
資
も

期
待
す
る
。
村
で
は
中
央
区
と
連

携
し
、「
中
央
区
の
森
」
と
い
う
形

で
整
備
資
金
を
負
担
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
譲
与
税
を
貯
金
し
な
い

で
、
山
を
元
気
に
す
る
た
め
に
積

極
的
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

有
山　

宮
崎
県
は
ス
ギ
の
生
産
量

が
日
本
一
。
九
州
の
需
要
だ
け
で

は
山
側
へ
の
還
元
が
難
し
い
た
め
、

関
西
や
首
都
圏
へ
も
出
荷
し
、
輸

出
も
し
て
い
る
。
2
0
1
5
年
か

ら
神
奈
川
県
川
崎
市
と
「
崎
・
崎

連
携
」
を
結
び
、
川
崎
で
宮
崎
県

産
材
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、

同
市
の
企
業
な
ど
と
連
携
し
た
、

当
県
の
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
へ
の

技
術
提
供
な
ど
で
も
協
力
関
係
を

構
築
。

　

譲
与
税
は
、
都
市
部
に
交
付
さ

れ
た
財
源
を
山
側
の
活
性
化
に
使

う
仕
組
み
が
大
事
。
近
年
は
災
害

も
多
く
、
山
が
元
気
で
な
い
と
都

市
の
生
活
も
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と

は
明
白
。
山
間
部
へ
の
関
心
、
理

解
を
深
め
る
一
つ
の
方
法
と
し
て

木
育
の
推
進
も
有
効
。

深
澤　

早
川
町
で
は
企
業
の
森
づ

く
り
と
し
て
、
森
林
整
備
を
社
員

や
そ
の
家
族
に
も
体
験
し
て
い
た

だ
き
、
里
山
再
生
に
取
り
組
ん
で

い
る
ほ
か
、
東
京
都
品
川
区
と
ふ

る
さ
と
協
定
を
締
結
。
町
が
提
供

し
た
山
林
を
「
マ
ウ
ン
ト
し
な
が

わ
」
と
名
付
け
、
区
民
が
間
伐
な

ど
を
体
験
し
、
そ
の
材
は
区
内
の

児
童
セ
ン
タ
ー
で
の
木
育
に
活
用
。

　

企
業
と
の
連
携
で
は
、
町
営
宿

泊
施
設
ヘ
ル
シ
ー
美
里
で
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
㈱
生
態
計
画
研
究
所
に

委
託
し
、
豊
か
な
自
然
や
生
物
多

様
性
を
体
験
す
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ

ア
ー
や
、
木
工
教
室
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。

舩
木　

丹
波
山
村
は
97
％
を
森
が

占
め
て
い
る
が
、
観
光
が
主
な
産

業
で
、
林
業
家
は
1
軒
の
み
。
森

林
の
64
％
は
東
京
都
水
道
局
が
管

理
す
る
都
市
部
の
水
源
林
と
な
っ

て
い
る
。
都
内
の
企
業
と
連
携
し

た
森
づ
く
り
な
ど
を
進
め
て
き
た

が
、
山
は
急
峻
で
作
業
が
困
難
な

た
め
、
比
較
的
平
坦
な
高
尾
天
平

な
ど
で
整
備
活
動
を
実
施
。
ま
た

散
策
路
と
し
て
整
備
し
て
い
る
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ド
は
、
レ
ジ
ャ
ー
施

設
に
も
近
く
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
と
セ
ッ
ト
で
、
社
員
や
そ
の
家

族
の
皆
さ
ん
に
活
動
を
体
験
し
て

も
ら
え
る
。

　

今
後
は
高
尾
天
平
を
、
活
動
や

そ
の
た
め
の
情
報
発
信
の
拠
点
と

し
、
ま
た
天
然
林
の
保
全
お
よ
び
、

人
が
散
策
で
き
る
人
工
林
整
備
な

ど
も
行
い
た
く
、
譲
与
税
を
こ
う

し
た
活
動
に
活
用
し
た
い
。

岡
部　

甲
州
市
は
05
年
に
3
市
町

村
の
合
併
で
誕
生
。
か
つ
て
養
蚕

が
盛
ん
で
、
残
さ
れ
た
桑
畑
や
棚

田
が
森
林
化
し
た
エ
リ
ア
を
含
む

1
0
0
ha
が
06
年
に
市
に
寄
附
さ

れ
た
。
11
年
に
オ
イ
ス
カ
の
仲
介

に
よ
り
、
そ
の
整
備
に
つ
い
て
、

企
業
と
里
山
創
造
推
進
協
議
会
を

設
立
。
森
林
整
備
協
定
を
結
び
、

人
々
が
集
い
、
自
然
と
親
し
む
里

山
と
し
て
再
生
す
る
活
動
を
実
施
。

森
林
を
持
ち
、
整
備
や
そ
の
た
め
の
人
材
育
成
に
取
り
組
む〝
山
村
〞側
の

自
治
体
か
ら
、
森
林
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

ま
た
、
直
面
す
る
課
題
や
そ
の
解
決
に
向
け
た
譲
与
税
活
用
の

可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
、
森
林
を
持
た
な
い〝
都
市
〞側
の
自
治
体
も
加
わ
り
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

の
シ
ー
ズ
と

都
市
の
ニ
ー
ズ

た
か
お
で
ん
で
え
ろ

〈パネリスト〉（写真左から／敬称略）
■山梨県甲州市　山梨県森林協会　常務理事　岡部恒彦
■山梨県早川町　振興課　深澤翔太
■東京都檜原村村長　坂本義次
■東京都中野区　環境課地球温暖化対策係　主査　君塚充利
■神奈川県川崎市　まちづくり局総務部企画課　担当係長　吉村恭子
■宮崎県　みやざきスギ活用推進室室長　有山隆史
■山梨県丹波山村　振興課　舩木隆嘉

〈ファシリテーター〉
■株式会社イトーキ　第3プロダクトマネジメント部
　商品企画室　第2チーム　チームリーダー　小島勇
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都
市
部
の
ニ
ー
ズ

譲
与
税
の
現
実

社
員
に
よ
る
間
伐
の
ほ
か
、
在
来

種
を
中
心
に
ク
リ
や
モ
ミ
ジ
な
ど

を
植
栽
。
現
在
は
、
遊
歩
道
整
備

や
林
内
整
理
な
ど
に
取
り
か
か
っ

て
い
る
。

　

J
R
中
央
線
の
塩
山
駅
に
甲
州

市
産
材
の
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
な

ど
、
材
の
活
用
も
推
進
。
今
後
は
、

森
の
セ
ラ
ピ
ー
効
果
を
体
験
す
る

な
ど
、
森
の
新
た
な
価
値
を
感
じ

ら
れ
る
場
と
な
る
森
林
整
備
に
譲

与
税
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

小
島　

会
場
に
い
る
多
く
の
参
加

者
は
、
譲
与
税
に
つ
い
て
理
解
が

深
く
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、

都
市
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
お
話
を

お
願
い
し
た
い
。

吉
村　

川
崎
市
は
東
京
と
横
浜
に

挟
ま
れ
、
人
口
増
加
が
著
し
い
。

市
内
で
の
林
業
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
い

う
中
、
3
つ
の
取
り
組
み
を
実
施
。

１
つ
目
は
小
学
校
な
ど
の
公
共
施

設
へ
の
木
材
利
用
の
促
進
。
2
つ

目
は
民
間
建
築
物
へ
も
木
材
利
用

を
進
め
る
た
め
、
16
年
10
月
に
官

民
が
連
携
し
、
1
0
0
団
体
ほ
ど

で
、
木
材
利
用
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
立
ち
上
げ
て
活
動
し
て
い
る
。

3
つ
目
は
地
方
創
生
と
い
う
こ
と

で
宮
崎
県
と
の
連
携
を
推
進
。

君
塚　

中
野
区
は
、
多
く
が
住
宅

地
で
昔
か
ら
人
口
密
度
の
高
い
と

こ
ろ
。
森
林
が
身
近
で
な
い
分
、

区
民
に
向
け
て
、
そ
の
重
要
性
を

知
ら
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
た

め
、
公
園
へ
の
木
製
遊
具
の
設
置

な
ど
、
木
質
化
を
進
め
な
が
ら
啓

発
活
動
を
実
施
。
ま
た
、
自
治
体

間
交
流
「
な
か
の
里
・
ま
ち
」
で
、

福
島
県
喜
多
方
市
や
群
馬
県
み
な

か
み
町
な
ど
5
つ
の
自
治
体
と
、

観
光
や
経
済
面
で
の
交
流
や
体
験

を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
連

携
し
て
い
る
。
連
携
先
の
牧
場
跡

地
で
の
植
樹
に
譲
与
税
を
活
用
す

る
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
。

小
島　

山
側
の
シ
ー
ズ
を
聞
い
て

ど
う
感
じ
た
か
。

吉
村　

多
く
の
山
側
は
人
口
も
少

な
く
、
自
治
体
内
で
の
材
の
活
用

に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
都
市
部

で
の
活
用
推
進
が
重
要
。
た
だ
、

産
地
指
定
は
現
実
的
で
は
な
い
。

当
市
で
は
宮
崎
県
と
連
携
は
し
て

い
る
が
、
全
国
各
地
か
ら
材
が
集

ま
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
で
新

た
な
つ
な
が
り
も
で
き
て
い
る
。

君
塚　

5
つ
の
自
治
体
と
の
連
携

の
中
で
、
譲
与
税
を
森
林
整
備
な

ど
に
使
っ
て
い
く
こ
と
も
考
え
て

い
る
が
、
税
金
が
ど
う
正
し
く
使

わ
れ
て
い
る
か
を
区
民
が
分
か
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
。

小
島　

山
側
の
ご
意
見
は
？

坂
本　

檜
原
村
の
森
林
は
、
毎
日

1
0
0
万
人
分
の
酸
素
を
供
給
し

て
い
る
。
譲
与
税
は
、
山
の
持
つ

木
材
資
源
や
酸
素
の
供
給
と
い
っ

た
機
能
や
価
値
を
守
る
た
め
に
国

が
資
金
を
確
保
す
る
と
い
う
の
が

本
来
の
趣
旨
の
は
ず
な
の
に
、
都

市
部
で
は
木
材
利
用
に
目
が
向
き

が
ち
。
そ
れ
も
大
事
だ
が
、
村
の

1
千
万
円
の
譲
与
税
で
は
整
備
が

追
い
付
か
な
い
。
都
市
の
譲
与
税

が
山
元
に
還
元
さ
れ
、
一
緒
に
山

を
整
備
す
る
の
に
使
わ
れ
る
こ
と

を
望
む
。

有
山　

譲
与
税
の
創
設
で
木
づ
か

い
の
必
要
性
の
再
認
識
が
進
む
こ

と
は
意
義
が
大
き
い
。
都
市
部
で

は
森
林
や
林
業
へ
の
関
心
が
希
薄

だ
が
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
固
定

と
い
っ
た
森
林
の
持
つ
機
能
な
ど

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
互

い
が
寄
り
添
い
、
互
い
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
形
で
山
を
元
気
に
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

小
島　

譲
与
税
の
配
分
額
は
森
林

面
積
だ
け
で
は
な
く
、
人
口
に
よ

っ
て
算
出
さ
れ
る
。
各
自
治
体
に

入
る
税
の
額
は
？

深
澤　

6
0
0
万
円
。

舩
木　

1
7
0
万
円
。

岡
部　

6
5
0
万
円
。

君
塚　

1
2
6
0
万
円
。

吉
村　

申
し
上
げ
に
く
い
が
5
6

0
0
万
円
。

小
島　

会
場
が
ざ
わ
つ
い
た
（
笑
）。

1
7
0
万
円
で
丹
波
山
村
が
ど
れ

だ
け
の
森
林
整
備
が
で
き
る
の
か
。

や
は
り
都
市
の
自
治
体
が
、
水
源

の
森
が
あ
る
自
治
体
で
の
整
備
に

譲
与
税
を
使
う
こ
と
が
望
ま
し
い

の
で
は
な
い
か
（
会
場
か
ら
「
賛

成
！
」
の
声
）。
遠
く
の
自
治
体

へ
の
資
金
提
供
は
、
住
民
の
理
解

を
得
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

都
市
の
小
中
学
生
が
森
林
・
林
業

の
勉
強
の
た
め
に
訪
れ
た
自
治
体

で
、
そ
こ
の
森
林
の
手
入
れ
の
た

め
の
資
金
供
与
を
行
う
と
い
っ
た

連
携
は
、
次
代
を
育
て
る
面
で
も

有
効
と
考
え
る
。

吉
村　

公
平
性
の
観
点
か
ら
、
な

ぜ
そ
の
自
治
体
を
選
ん
だ
の
か
と

い
う
市
民
に
対
す
る
説
明
が
欠
か

せ
な
い
。
市
民
が
納
得
す
る
魅
力

あ
る
提
案
を
い
た
だ
き
、
一
緒
に

譲
与
税
を
活
用
し
な
が
ら
、
都
市

部
の
人
間
も
木
に
触
れ
る
よ
う
な

企
画
が
で
き
た
ら
よ
い
と
思
う
。

君
塚　

中
野
区
で
は
区
民
の
バ
ス

ツ
ア
ー
で
植
樹
、
環
境
学
習
を
連

携
す
る
自
治
体
と
一
緒
に
行
っ
て

お
り
、
区
内
で
は
得
ら
れ
な
い
体

験
が
で
き
る
と
好
評
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
拡
充
し
て
い
き
た
い
。

坂
本　

自
分
た
ち
の
税
金
が
使
わ

れ
て
い
る
森
の
整
備
状
況
を
見
て

も
ら
う
こ
と
は
重
要
。
税
金
が
活

か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
住

民
に
伝
わ
る
仕
組
み
が
確
立
で
き

れ
ば
理
解
を
得
ら
れ
る
は
ず
。

小
島　

今
は
譲
与
税
が
先
行
で
交

付
さ
れ
、
そ
れ
を
活
用
す
る
自
治

体
の
職
員
だ
け
が
目
を
向
け
て
い

る
が
、
24
年
か
ら
は
森
林
環
境
税

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
国
民
か
ら
の

徴
収
が
始
ま
れ
ば
、
税
を
活
用
し

た
森
林
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
活

動
に
、
民
間
企
業
や
団
体
が
ど
う

関
わ
っ
て
い
く
か
と
い
う
議
論
も

深
ま
っ
て
い
く
と
思
う
。

　

国
民
全
体
で
森
林
を
支
え
る
時

代
を
迎
え
た
今
、
個
人
レ
ベ
ル
で

の
意
識
の
変
革
も
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
自
分
な
り
の

「
木
育
」、
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊


